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平成17年産薬聖■薬触鰻Ⅰ中間試験12月14日  
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1∴下記の文章のうち、、文融窪朗つ中経み合わ営を下の毒軸、争うフ選び、丸軍国みなき 
っについて何故間違フてし＼るかをそれぞれ諦害た笥明しをさい。  い。またその4   

声アゴニストの用量作用曲線は∴爽競合的アンタゴ土ネトの存在により平行移動する。親ぢ  
鼻神経紐胞で活動電位李準じると阜のピークは打の平衡電位に近づく0 弛ナ  

く蛋レ居所麻酔薬の効力は、適用された部位のpHにより大きく轟響され、優性部位ではそ由効力が  
滅宕君する。  

＠ GDPが結合している3量体叩結合タン′くクは不活性な状寿である。  
長pD2僅は最大反応の50％の成を生じさせるアンタゴニストの鮎である。 

了コ、、ニスt  

K b融潤とはある薬物を連用して生じる病原体の耐性のこ 

G 紐胞内遊艶Caか濃度は定常状態（非刺激時）では細胞外と比べ1万分の1以下に保たれてい  

る。  

轡引可逆的結合をする薬物は競合的括抗薬と去り得ない。  

X いずれの局所麻酔薬も血管収緒作用をもたないため、適用部位から速やかに吸収され代謝され   
る。一 丁射ン  

、
ご
、
、
、
．
ノ
、
ニ
エ
′
斗
 
 

ワン細胞で活動電位が生じる。ウニピーし摘絢  跳躍伝導でl  ズ   
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3・つぎの文章の川から鰐）の空瓶こ琴当する語句を下に示し、さらに設問に答えよ。  

生体内珂生物葺が作用する細胞膜上の受容触こ駄犬きく分けて∽rlほ連関して細胞内情報伝達系を  

鱒三、∽翠容体自体が佗）を形成するタイプ、㈹垂容体自体が  

嘩3覆轍こ和え－陶塵摘鳥含め揖甜蛎廣親和嘲られてしチる。下線町くア）  
タイプの受容体の例として，心臓に存在し心磯籠を活性化する  岳）垂容体と抑制する何重容体を郵激  

←た場合の額準内情報伝達系を考えて行か牒嘩内．孝縛葦   して共通の何が奮げられる。料受容∴  

体郵簸では弼を介して、拘受容休刺激七鱒のを介して画の恕出照れぞれ上昇■抑糾され拘¢産生が．  

号れぞ串増大†抑制される。細胞内の申）の増量ば牌   
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る重要なタン†御室。嘲えば入社轟読会場へ向かうA薯は、列車ゐ中癒ドキドキして   



稲が、子の卑鰐）神経が契奮して（10沖囁鼓したり、（11）から（1が吐中に放出され、心醍の閏受容  
、結果として扮心手白数や心拍出量の勧ロをきたしている。・  体力顎講封ヒされることにより   
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と（力）’を組み合わせて、生じた現象を具体的に解説せ与。席之ろ                                   乙．■＿             ＿ ＿．オ  ㌻3 下線部く  
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4・疇覚受容野ま川とも呼ぼれ、一連の危険信号発生琴と考えられる。痛敷こよるインパルスは聞から  
侍）の業」次ニューロンを介して㈹から替呂動こ入る。そ享で交代した二次ニューロ㍍£上行し何に入  
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酔嘲義歯等の局所小手衝の場合に用いられるが、（11）付近で麻酔されるため（12）の薬物で麻酔可能で   

ある。一方、（13）麻酔ま局所麻酔としてI脚薄謝＝もつなが   

サかねないの‾で法家が必要である。㈹アミド型の（14）蛛（10）（13）のどちらの局所麻酔にも用しヽられ、ま  

たアミド型局所麻酔薬は一般に分解（15）傾向がある。  
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こよるものである。   む1下線（ア）Ⅰ  その機構を簡潔に述べよ。   
メ絶秀で巧りさ＝ノン朝と雪L．乞ウダき閏今うエビtエ′録鯖乙輿徐か、  
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麻酔薬の胎覿鼓宣上あ2分類たっら、癖に解説せよ。尾野七■、易阜ゝ  下線（ウ  
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